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 １．研究目的 

本プロジェクトの目的は，ニューロリハビリテーションの神経科学的基盤を明らかにし，先駆的な
リハビリテーション手法の開発や臨床応用に向けた科学的なエビデンスを提供することである．本学
が有する教育研究機関としての大学と国公立大学では唯一のリハビリテーション専門付属病院を有効
に活用することで，茨城県立医療大学独自のニューロリハビリテーションの確立を目指しながら，上
記目的を達成する．具体的には以下の２つの課題について研究を進めている． 

 

「課題１」 脳活動のネットワーク解析を用いた感覚・運動機能の評価法の確立 

「課題２」 神経修飾作用を持つ適切な脳刺激法の確立 

 

 ２．研究方法と研究結果 

「課題１」 脳活動のネットワーク解析を用いた感覚・運動機能の評価法の確立 

① 体性感覚受容時の神経活動パターンの解析 

本年度は，感覚受容時における神経活動を計測するため，計測機器のセットアップおよび計測プロ

トコルを確立した．既に，本学倫理委員会の承認を得ており，来年度は健常者および患者でのデータを

蓄積し，ネットワーク解析を実施する予定である．  

 

② 機能的磁気共鳴画像法による神経ネットワークの解析 

本学付属病院が有する磁気共鳴断層撮影装置の静磁場強度は1.5Tであり，一般的に研究用として推

奨される3T装置での計測パラメータを使用できない．そこで，本学の1.5T装置を用いて健常成人での

神経ネットワークを機能的磁気共鳴画像法により捉えるため，1.5T装置での最適な計測パラメータの

設計を進めている（図1：撮影条件A, B, Cにおける代表的なSeed-to-voxel解析の結果および各関心

領域間（ROI-to-ROI）解析の機能的結合性マトリクス）． 
 



 

図1 撮影条件A, B, Cにおける代表的なSeed-to-voxel解析の結果および各関心領域間（ROI-to-ROI）
解析の機能的結合性マトリクス 

 

「課題２」 神経修飾作用を持つ適切な脳刺激法の確立 

① 末梢神経電気刺激によるニューロモジュレーション効果の検証 

末梢電気刺激(PES)は，皮質脊髄路(CST)の興奮性を増加させることが知られれている．そこで，電

気刺激のパルス振幅，各パルスの幅，総パルス数，および介入時間を等しく統制し，感覚運動系に対

するPESのパターンの影響を調べた．12名の健常成人の右正中神経にパターン①（連続的PES）とパタ

ーン②（間欠的PES）のPESを別々のセッションで実施した．体性感覚誘発電位と運動誘発電位を両PES

の前後に記録した．その結果，間欠的PESは運動誘発電位の振幅を増加させたが，連続的PESは減少さ

せた．体性感覚誘発電位は，楔状束核に由来すると考えられるP14成分の変化率が，両PES後の運動誘

発電位の振幅と正の相関を示した．間欠的および連続的PESは，CST興奮性に対して，反対の作用を有

する得と考えられる．また，SEP結果に基づき，視床から運動皮質(感覚皮質を経由しないで)への経路

が，本研究で確認された間欠的PESによるCSTの興奮姓変化に関与すると思われる． 

 

② 連続経頭蓋磁気刺激法によるニューロモジュレーション効果の検証 

本年度は，医療大学独自の刺激方法や刺激部位を決定するため，本学倫理委員会の承認を得て条件

検討を行った．データ解析法の確立のため，産業総合研究所の肥後・山田グループと連携し，データ

共有における倫理申請書を作成した． 

 

③ 視覚刺激によるニューロモジュレーション効果の検証 

 視覚刺激を用いた運動イメージ法によって生じる脳活動変化について検証した．その結果，この手

法は主動作筋のみでなく拮抗筋や周辺筋に対しても神経生理学的変化を及ぼすという新規的知見を得

た．さらに，脳卒中患者を対象として，視覚刺激を用いた運動錯覚がもたらす神経生理学的効果と臨

床的効果を検証した．結果として，痙縮の軽減や関節運動の改善という臨床的効果が得られたもの

の，神経生理学的変化については，まだ一定の結果が得られておらず，今後更なる検証が必要であ

る． 

 



 ３．結論 

初年度にあたる本年度は，臨床データの計測に向けて，健常者での計測プロトコルの検討や計測機

器のセットアップを主として行った．今後，脳磁気刺激法などの神経修飾法などの手法を取り入れ

て，臨床応用へ向けた研究を継続する．さらに，本研究の総合的テーマである神経科学を基盤とした

リハビリテーションに関して講演会などを計画し，成果の公表に努め，また，2課題間，課題内におけ

る重点項目なども吟味しつつ研究を推進していく予定である． 
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